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表2　生活扶助基準の年次推移（標準4人世帯）

　　　　　　　　　　（1級地）
区分賄年朋騨額1触回比1指数

年月日 円 ％

第　16次 35．4．1 8，914 一 100．G

策　17　次 36，4．1 10ラ344 116．0 116．O

補　　正 36．10．1 10，862
一 一

第18次 37．4．1 12，213 118．O 137．O

米価補正 37．12．1 12，460 一 一

第　19次 38．4．1
142289

117．0 160．3

第20次 39．4．1 16，147 113．O 181．1

米価補正 40．1．1 16，446
一 一

第21次 40．4．1
（18，084）

　18，204

112．〇

　一
　一204．2

米価補正 41．1．1 18，548 一 一

第22次 41．4．1 20，662 113． 231．8

第　23次 42．4．1 23，451 113．5 263．1

米価補正 42．10．1 24，095 一 一

第24　次 43．4．1 26レ500 113．O 297．3

米価補正 43．10．1 26，910 一 『

第25次 44．4．1 29，945 113．O 335．

（注）1．第21次の（）内は前年度との比較上，乳幼児
　　加算分120円を除いている。
　2．　標準4人世帯の世帯構成は，35歳（男），30
　　歳（女），9歳（男），4歳（女）である。
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表3　一般勤労者世帯と被保護労働者世帯との消費水準の格差（東京都）
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⑲
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×
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0
㈹
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37 11，203 123．9 4，98岨 145．0 44．5
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40 14，636 161．9 7，351 213．9 50．2
41 16，006 177．1

8p277 240．8 51．7
42 18，017 1993 9360 2723 520

資料；家計調査（総理府）。
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（同実質対前年度比）
一 一 一 112．6 109．
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表4　第25次生活保護基準改定の概要（1級地）．

第24次改定　 策25次改定（43年4月1B）　　　　（44年4月1日） 摘 要

円 円

1。生活扶助基準
（基準生活費）

‘9居宅（1類＋2類） 26，500
29P945

◎標準4人世帯生活扶瑚ロ郵
（21期末一時扶助費 12月1人当たり（居宅）2，040 2，040 （級地別）（生活挟助悲準類

（収容傭購準）

ω救　護施　設
【2厘生施設

14㍉12月1（、恢容）73

　　　　　　111111。

　735
9，650

10．22

（1級地　　　　29，945円

2”　　　　27，250
3〃　　　　24，555
4〃　　　　21，860

（加算等）
ω妊亜婦加算 妊娠6ヵ月未満　　1、495 1．66

妊娠6ヵ月以上　　2，245 2，490

産　　　　婦　　1，385 1．53
121母　予　触　算

樹障害者加算
ω緒簿児養護加算
｛5毘　齢　加　算

僻・月1日齪繹癬1月一1鍵

⑥在宅患者加算 2，165 2，400

171人工栄養費 3，290 3，290

鋤入院患者日川品費・ 一般病　　　　　　3，130 3，650

海神病　　　　　　2，505 2，920

lgl一時扶助（布団類） 5，Gσ0円以内 5，000円以内

｛LOl入学準備金 ∫・学校入学時5，500円以内
F学校進掌時5，000円以内

新規

2．教育扶助巷準

小　学　3　年
巾　学　1　年（男）

罫用品費等　　　　365
　〃　　　　　　　　990

，　　　　　　　　　　395

　　　　　　　1，065
・このほかに学校給食費通学
のための交通費等が支給さ
れる

3．住宅扶助葵準

家貨問代等
家屋補修維持費

　　　　　2，8QO円以内
年額）　10，000円以内

ボ2，80D円以内
・10，QOO円以内

・住宅1欝青により第二種公賞
住宅家賃の最蔦額を標準と
した額に1．3を乗じた額の
特別基準を設定

4．医療扶助丞準 国保の診療方針，診療報酬 同　左

5，出産扶助墾準
こ準ずる
1件（居宅）8，000円以内
〃（施設（牌））13，000円以内

　8，000円以内
・ユ3，000円以内

・このほかに衛生材料費が支
給されるq，200円以内）

6．生業扶助萎準

ω生　　業　　費 1件　　30，000円以内 ・30，000円以内

偶技能修得費
〔3》就職支度・費．

〃　　　15，000円以内
〃　　　15，000円以内

・15，000円以内
・15，DQO円以内

7．葬祭扶助董準 大人）　　8，000円以内
小人）　　6，4QQ円以内

9，600円以内
7，680円以内 建

（勤労に伴う必要経費）

ω業種別基礎擶除
　佃の職種（内職） 2，97C 3，425

｛21〃　（日雇） 4，120 4，700

131〃　（土工） 5，320 6．02

（2港礎控除合算額

（灘講響轟鵬馨別
㈲待　別　控　除
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図1●一般勤労者世帯と被保護者

　　労働巻世格の消費支出の伸び
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1　人
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世　帯
』Iiたり
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1『杖・り
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